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きっと各地でいろんな人が立ち上がるだろう
し、特に京都は学生さんが多いので、大きな
動きが起こるだろうと、その時思ったんです。
ところが全然起こらなくて‥。
母は環境問題の関係でアイリーン・スミス

さんと知り合いだったので、事故のあとの3
月末くらいにアイリーンさんとお会いするこ
とがあって話していたら、「本当に学生は立
ち上がらないね。こんなことがあったのに動
きが起こらないってどういうこと?!」と言っ
てはって、私もそう思っていたので、これは
自分が動くしかないだろうと、そのとき決心
したんです。
私の職業の歴史学は世の中に変化があって

もあまり変わらないので、それだったらしば
らくそっちの方に専念した方が、社会的には
正しいだろうと自分で思いまして、事故後の
４月か５月から「ｅ未来構想」というＮＧＯ
をほとんど一人で立ち上げました。まわりの
共感してくれた人に声をかけて、もう何でも
いいから簡単な枠をつくったんです。個人の
名前だと会場とか借りるときに制限されるの
で、とりあえず走りながら作りました。
最初は賛同してくれた人たちと勉強をし

て、原発事故が起こったんだから次の社会の
ビジョンが必要だと思って、飯田哲也さんを
お招きして去年の７月にかなり大きな講演会
をやりました。その時にいろいろなところに
行って宣伝をしたり、大学で声をかけたりし

羽衣子●　もともと私は京都生まれの京都育
ちで、先祖代々京都に住んでいるような家族
で、職人でしたから町衆というかんじでずー
っと京都にいたんです。しかも清水寺の近く
の典型的な京都っぽいところに住んでいるん
です。
そんなに環境問題とかに興味もってなかっ

たんですけど、母が音楽家で、環境問題の世
界ではけっこう有名な法然院の住職さんと友
だちで、いっしょに環境活動を始めたんです。
お寺とかで環境問題に関するコンサートとか
を10年くらい続けてやってきて、法然院の
ほかに上賀茂・下賀茂神社とか清水寺でやっ
たこともあります。私も幼稚園くらいの頃か
ら連れていかれてましたので、京都で環境問
題に取り組んでいる人達とは関係が深かった
んです。
大学では専門が歴史だったんですけど、環

境問題のルーツはどこにあるんだろうと研究
を始めて、特に都市の環境問題ということで
江戸時代のものをやっていたんです。そして
その専門の先生がいらっしゃったので、上智
の大学院に行って江戸時代の環境問題をずっ
とやってたんです。それで博士課程に行くか
どうかというところで結婚したので京都に帰
ってきて、いったん休学していた時にあの
3.11が起きたんです。
私の感じた3.11は、あれは歴史的な、本当

に戦争に近いような大きな事件だと思って、

ていたら、龍谷大学が全面的に協力してく
ださることになって、龍谷大学の主催でや
ることになったんです。
それを企画して動いている時に、京都の

脱原発をやろうとしている人達とつながり
ができて、そこから「バイバイ原発・京都」
という脱原発系のネットワークをつくるよ
うになって、かなりいろんな人とつながり
ました。去年の９月には共産党だけが入ら
なかったんですが、その他の市民団体、NGO、
NPOがほとんど一緒になって2000人くらい
の規模のデモをやったんです。
それをベースに、こんどは共産党も社民

党、連合なんかもいっしょにオール京都で
取り組めるような枠をつくりまして、それ
が結実したのが今年の3月10日のデモだった
んです。それはもう京都でも学生運動の頃
以来という6000人くらいのデモになって。
それが成功したのは、誰でも入れるような
枠をつくったからで、政党も入ってるけれ
ども市民も入りやすいというものをつくっ
たんです。それをつくるために去年はいろ
んなところと根回しというか、企画をして
いました。
去年はそういうデモや講演会をしながら

やってきたわけですが、かつてない規模の
デモはできたものの、イタリアのように原
発のことを問う国民投票の制度は日本には

非暴力は当然だけれど、不服従が
時には必要なんだということです。
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思って入ったのが今年の１月です。
緑の党には私個人で入ったんですが、これ

まで緑の党は明確な地域組織はなく、東京に
事務所があってそこに個人的に会員としてつ
ながっているという形だったんです。でも私
は地域の首長とかを変えるというのが大きな
ことではないか、京都から緑を発展させるこ
とが必要だと思って、緑の党準備会というの
をやりはじめたんです。もともと京都には緑
京都という10人くらいの小さな地方組織が
あったんですが、それならいっしょにやろう
と、そして代表も私がやってくれということ
になったんです。
私はあんまり覚えてなかったですが、みな

さん母のことも知ってられて、若い人が入っ
てきたのはいいし、それだったら勢いがある
からでしょうか、緑京都は解散、そして緑の
党準備会に移行とぱっぱと立ち上がりまし
た。それで今年の４月くらいから活動をはじ
めて、ほとんど週に１回くらい何かをやって
きて、ものすごいエネルギーを注ぎ込んでや
ったので、会員も50人くらいにあっという
間に増えて、ちょっとづつ大きくなってきて
たんです。
そして私もびっくりしたんですが、こんど

結党された（*７月29日に結党）緑の党の共
同代表になるということになりました。で、
京都では8月3日に結党のお披露目会をやり
まして、ほとんど宣伝期間がなかったのに
200人位の人が来て下さって、その時に参加
者がだいぶ増えて、今京都のメンバーは80
人くらいになりました。

──やっぱりデモも大事だけどそれだけで
は変わらないと思うし、今更民主党も自民党
も、社民党や共産党も期待する人は少ないだ
ろうから、そうなると新しい動きが注目され
るでしょうね。

羽衣子●　そうなんです。それはドイツでも
同じで、もともとドイツでは大規模なデモが
なんべんもあったんですが、それだけでは変
わらなかったとヘーンさんがおっしゃって
て、やっぱり政治を変える必要があると思っ
て、デモに参加していた人達が地方議員とか

に立ち上がったらしいですね。そこか
ら政治を変えていく方向に進んだんで
す。私もそれが必要だとつくづく思う
ので、デモは当然やるべきだと思って
ますが、デモを受けて変えようという
人が現れないと、なかなかそう簡単に
は政治は変わらないなと思いましたね。
私が政治に関わるなんて、一年前まで
はまったく考えてませんでしたが。（笑）

──デモだけでなく、いろんなアクシ
ョンをやってますよね。風船を飛ばし
たり、大飯原発前の封鎖アクションも
やってましたね。

羽衣子●　緑には緑の京都準備会とい
うのと緑関西という地方組織と緑の未

来という緑の党結党前の組織があって、いっ
しょに独自のアクションということで風船ア
クションをやりました。これはグリーンピー
スもやってたし、福井県のさよなら原発ネッ
トワーク福井というのもやってるんですが、
再稼働の時の風向きを調べてたのはなかった
し、再稼働の時は一番事故の危険性があると
聞いてたんで、その時どういうふうに広がる
かを調べたり、また拾った人が意識しますの
でやったんです。
大飯原発の対岸くらいの場所から500ヶ風

船を飛ばしまして、一番遠いところで愛知県
の渥美半島まで行きました。最大6時間、最
短で3時間くらいで行ってるんです。だから
当然避難しても間に合わないと思います。で、
たまたまそれは学童をやってはるところに落
ちたんですけど、かなりびっくりして、心配
だと言ってられました。

──手紙みたいなのを風船につけて飛ばした
んですね？

羽衣子●　はいそうです。拾った方はお電話
くださいというメッセージカードをつけて飛
ばしたんです。７こくらい連絡が来ました。
滋賀県の方と三重県と愛知県です。今回やっ
た価値があるなと思ったのは、名古屋が入る
んですね。今までどちらかというと大阪や京
都しか騒いでなかったんですが、名古屋の方
に明らかに影響がある可能性が高いことがわ
かると、大きな大都市圏２つが入ることにな
りますから。それはけっこう深刻なことだと
思います。
岐阜県の団体がやった時には岐阜県でたく

さん見つかって、それが岐阜の県議会だった
か市議会で再稼働反対の決議をするのにつな
がったそうです。
風船アクションというのは見かけはきれい

でメルヘンチックなんですけど、すごく有効
な手段だと思います。映像が絵になるので、
けっこういろんなところが取り上げてくれま
したね。子どもさんに参加してもらうのもい
いし。拾った人はぎょっとしはるみたいです
けど。でも、ここまで来るのかって実感でき
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ないですし、ほかに何かあるかという
と選挙くらいですよね。デモだけでは
変わらないので、政治参加が必要だな
と思って、緑の党に参加する必要があ
るかなと考え始めたのが９月のデモの
後です。　　
たまたま10月にドイツの緑の党の副

代表のべーベル・ヘーンさんという女
性の連邦議員の方が来られた時に、京
都の親しい団体が呼んでましたので、
私もいろんなところについて回ること
ができて、いろいろ話を伺ったんです。
その時すごく親近感がわいたのは、京
都でもそうなんですが、新しく立ち上
がった層というのは学生ではなくてお
母さんたちなんです。ほんとに一生懸
命取り組んでいるのはほとんどが女性、
小さい子どものいるお母さんなんです。ヘー
ンさんもルール工業地帯におられたそうなん
ですが、子どもの喘息かなにかが起こって、
環境問題に取り組まないといけないと思って
市民活動を始めたそうです。そしてチェルノ
ブイリが起こった時に、やっぱり子どもを守
るためにデモに参加して、そこから政治家を
志したとおっしゃってるんです。それで今の
日本の状況と似てるなと、こういう人が出な
いとやっぱり変わらないんじゃないかと思っ
て、そのためには既存の政党ではうーん、な
かなか難しいと（笑）思ったんです。
ただ今年に入ってから京都で市長選挙があ

ったんです。その時は京都でがれき問題が迫
っていたのと再稼働問題が争点になってい
て、それをはっきり否定したのは共産党の候
補だったんです。今の現職の方は「脱原発依
存」とかってどうなるかよくわからないこと
を言っていて、まあ多分がれきは受け入れる
だろうということだったので、その時は選択
肢がなくて共産党の候補を応援せざるをえな
くて。だから新しく立ち上げたお母さんがた
といっしょにもう全力で応援したんです。レ
ッテルをはられるのも覚悟して。今の現職の
方は共産党以外のすべての党が乗り合わせ
て、社民党もはっきりと現職応援を表明した
んです。それはすごく社民党への失望につな
がりました。共産党とはいろいろあったと思
いますが、せめて中立を保ってくれるのかと
思っていたら‥。それまでは社民党で脱原発
でがんばってる議員さんもいるから、社民党
に入るのがいいかなと思ってたんですが、こ
れが決定的でした。
それで結局３万票くらいの差で現職に負け

たんです。一番問題だなと思ったのは、投票
率が37％だったんですよ。あれだけ‥私達は
かなり力を入れて、毎日勝手連のお母さんた
ちと街宣に出て、選挙カーにもしょうがなく
乗ったりしてたんですが、それで37％では、
やっぱり既存の政党では注目が集まらないの
かなと。みんなそこにショックを受けました。
あれだけのことが起こって、脱原発も争点な
のに‥。
それでもうこれは緑の党でやるしかないと

↓大飯原発のそばから風船を飛ばすアクション



と思って、もう一つの住民説明会というのを
ちょうど１ヶ月後の５月16日におおい町の
中でやったんです。さいしょ70名くらいの
定員を考えていたんですが、噂を聞きつけた
人達が関西一円から来たり、東京からもバス
で来たりして、プライバシーのこともあって
名簿はとらなかったんですが、30、40名は
おおい町の方で、結局140名くらいの人が来
はったんです。資料が足りなくて大変でした
けど。その時は元京大原子炉実験所の小林圭
二先生の原発のお話と私の夫が廃炉になった
後その町がどうなるかということを話したん
です。それが一番おおい町の人達が心配なこ
となんです。その二人のほか、福島の女性５
人くらいに来ていただいて、福島でいま実際
にどうなってるのか、ほんとに事故が起こっ
たらこういうことになるんですよということ
を説明してもらったんです。で、この説明会
はよかったというかインパクトがあった、よ
くわかったということで反応がありました。
おおい町の中で反対をしている人達ともその
時つながりまして、私達にとってもかなり意
味があったんです。
それをやったあとの6月30日に、いよいよ再
稼働しそうだという時にもう一度それをやっ
たんです。それは全国の原発立地自治体で反
対運動をしている人達に来ていただいて、お
おい町との交流会ということでやったんで
す。それも200人くらいですと会館に説明し
ていたら600人くらい全国から来まして、お
おい町の方も発言してくださったんです。そ
して話し合った後に、オフサイトセンターま
で600人くらいでデモをしたんです。当然、
批判的な反応もあったんですが、でも手を振
ってくれる人もいました。
で、オフサイトセンターにデモをかけて注

目を集めている間に、そのデモをおとりにし
て大飯原発のトンネル前でテント村の彼らが
封鎖アクションをやったんです。彼らにこっ
ちの動きをぜんぶ伝えていたんで。こっちは
知らなかったですが。
そういう形で結果的にはうまく連携して、

封鎖ができたということです。そしてデモに
参加した600人の人もある程度の人達はその
まま残って封鎖アクションに参加したんで
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ますよね。

──風船アクションと比べて原発前
道路の封鎖というのは逮捕の可能性
もあるようなアクションでしたね。

羽衣子●　私は最初の間口として、
都市部でやるデモは楽しくてもいい
から誰でも参加しやすいものがいい
と思って、デモというのが一般的に
なるように目指してきたんです。
ただその一方、いざというときは

ある程度抵抗する必要があるだろう
なと思っていて、大飯原発のあるお
おい町には何か働きかけをしようと
いうことで何度も入ってたんですけ
ど、再稼働が近いかなという６月に入ってか
ら、おおい町の駅から近いところに総合運動
公園というものすごい立派な施設があるんで
す。原発マネーでつくったのは間違いありま
せん。そこに芝生のあるスペースがあるんで
すが、全国からいろんな人達が来てテントを
はってテント村になってしまったんです。ど
っちかというとヒッピー系みたいな人が多か
ったんですが、若手の人達が続々と来て、女
性とかも来て、それはＮＧＯ系の活動とはま
た別の動きだったんです。で、私とか京都の
メンバーはわりと中間層で、両方とも話をし
ているというかんじでしたが、彼らが封鎖ア
クションの主体になったんです。バリケード
を築いたり。だいたいツィッターなんかで宣
伝して、あそこに一緒に行こうというかんじ
でどんどん集まってきてたんです。

──それが原発前のトンネルのところに移動
したんだ？

羽衣子●　移動というより作戦をたてて、封
鎖をやるっていうことを話し合って決めてた
みたいですね。いわゆる直接アクションをや
るというのを前々から決めて、で内部でどう
いうふうにやるのか議論をしてたみたいで
す。私はおおい町でなにか活動しようと思っ
ていたら、京都で昔学生運動やってたおじさ
まがたとなぜか一緒になって、それで私を代
表にしたのはたぶんイメージの問題だと思う
んですけど、勝手に代表にまつりあげられて、
ストップ大飯原発再稼働現地アクションとい
う実行委員会をつくって、若い人も何人か加
えて、京都の活動主体としておおい町でやっ
てたんです。
一番大きかったのは、４月16日におおい町

で政府の再稼働の住民説明会をやったんです
が、そこでは再稼働への不安がすごく出てた
んです。でも政府はそれにしっかり答えなく
て、一方的に経産副大臣が安全ですよと説明
して、質問だけ出してもらって回答のないま
ま終わりということだったんです。私もその
とき外側にいて見てましたけど、おおい町の
人でないと入れないという完全シャットアウ
トでした。これでは説明は果たされてないな

す。京都からもバスを出してたんで
すが、100人くらいは残ったんじゃ
ないですかね。そして7月2日の午前
1時か2時くらいまでずーっと続いた
んですが、結局36時間だったみたい
です。

──夜中にずっとustreamを見てた
らレイブパーティみたいだと思いま
したね。ずっと太鼓たたいて踊り続
けて。

羽衣子●　ずっと太鼓を叩いていた
のは最後尾の方で、トンネルに一番
近い方ですね。道路に近い方は機動
隊が突入しようとしたので、座り込

んで排除されたんです。バリケードをつくっ
てたんですけど、愛知県から機動隊が来たり
したので、バリケードを解かれないよう私達
が座り込んだんです。子連れの人もかなりい
たので、ちょっと待避してくださいと言った
のに、みんなまわりに立って見てはったんで
す。で、ごぼう抜きにされていったんですけ
ど、バリケードは車をがっちり組み合わせて
つくってたんで突入できなくて、後ろにいた
人達はそこに残ったんです。それで排除され
た私達も人間の鎖をつくって機動隊と押し合
いしてたんです。ずっとサンドイッチ状態で
やってたんです。で、最後に1日の夜中です
が機動隊が全員引き上げて、‥‥ほんと誰も
逮捕されなかったのは奇跡だと思います。
どっちかというと社会的にメジャーなＮＧ

Ｏは彼らを無視してるかんじというか支持し
てなかったので、どういう反応があるか心配
だったんですけど‥。日本では直接アクショ
ンに対する理解がまだまだないですし、あん
まり過激なことをすると逆効果だというふう
に心配して、NGOなんかは慎重な態度でした。
ほとんど来てませんでしたからね。
私としてはこっちの人達ともいろいろ関係

があったし、NGOの方とも親しかったので、
どういうふうに転んだら危険やなーと思って
すごく心配してたんです。全国から非難をあ
びたら活動もしにくくなりますし、あの人は
過激派やというレッテルをはられるのを心配
はしてたんです。ただ彼らのやることを悪い
とは思ってなかったし、あれくらいのことは
やって当然やと思ってたので、けっきょくは
行くべきだろうと思って行ったんです。

──たとえば石を投げたり棒でつついたりと
いう暴力的なことをしたら過激派と言われて
もしょうがないと思うけど、あくまで非暴力
でやったんでしょ？

羽衣子●　非暴力は当然ですけど、まだ日本
の、特に私くらいの世代はそういう経験がま
ったくないので、警察に反抗すること自体が
すでに過激っぽい人だというかんじなんです
よ。それは学生運動やってはった人達からす
ると信じられないことらしいんですけど。私

座り込みを前にマイクでアピール（写真：粟野仁雄）↓
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羽衣子●　私が選ばれた一つの理由は、大飯
原発の行動に直接参加してましたし、行動の
中心でずっとやってきたので、たぶんそれで
選ばれたと思ってるんので、行動を続けるこ
とが必要だろうなと思います。
緑が今までちょっと弱かった点は、デモを

やったり直接のアクションをあんまりやって
なかったんです。どっちかというと地方議員
の方が多かったということがあり、‥緑の党
に参加している地方議員は60人くらいいて、
会員は今は1000人くらいですかね。3.11以
降わーっと思い切り増えたんです。でもどち
らかというとアクションの方に力をさけなか
ったので、その分、動いている人を表に出し
たのかなと。

──中澤新一さんのグループともうまくい
っしょにやってるそうですね。

羽衣子●　双方補い合えるかなと思うのは、
中澤さんのところは文化人とか有名な方たち
の集まりなので、一般の人はほとんどいない
わけです。こっちはこっちで、有名な人はほ
とんどいないので（笑）、一般市民のやりた
い人と地方議員が入ってるかんじで、ちょう
どその意味では相互に協力できていいのかな
ーと思います。で、東京の方で話はちゃんと
してるみたいです。

──今後の課題は？

羽衣子●　私が今一番気をつけてる点は、運
動の内部で批判しあわないことと、なんとか
協力か合流できるような体制をつくることと
いうのを、3.11以後ずっと京都でやってきた
んです。そうでないと力を発揮できないし、
同じことを言ってるのに、別々にやるってい
うのはいいものではないと思っていたので、
その交渉をいかにするかということが重要な
ことだなと思ってます。それにかなり心をく
だいてきたので、緑の党ももちろんそうすべ
きだと思ってます。立ち上がる時はいろんな
緑がそれぞればーっと現れてもいいと思うん
ですけど、みんなで協力して次になにか大き
なことをやろうという時は一緒に取り組める
という体制でないと絶対うまくいかないと思
うんです。やっぱり一つの目的のために結集

するということを日本はちゃんとやら
ないといけないです。
なんでここまで根回ししないと協力

できないの？と思うことはありました
けどね。（笑）

──今後はこういうことをやりたいと
いうのはありますか？

羽衣子●　夏が終わったときに電気が
足りてるのはわかるので、それをどう
いうふうに関電やに詰めていくか、あ
るいは行政ですね。さいわい京都府と
滋賀県は再稼働に反対の立場をとって
いたので、どういうふうに働きかけて

いくかということを今いろいろ話し合った
り、再稼働撤回の署名をかなりあつめている
ので、それをもういっぺん国会に提出しにい
くとか、そういう動きですね。なるべく再稼
働したものを停止させるという方向で行きた
いんですけれども、それが今の課題です。そ
れにほかに再稼働させようとしているところ
がありますよね。高浜とか。また再稼働の直
前にはああいう直接アクションも必要でしょ
うけど、そこに至る前に、断層の問題とか最
近はけっこう取り上げられているので、それ
をどうやって広められるかとか。ほんとに一
番いいのは原賠法（*原子力損害賠償法）の改
正というところにとりかからないと、全部止
めることはむつかしいし、そのためには政治
が必要ですね。
私は緑が国政にそんなに簡単に出られると

は思ってないですけど、ただドイツでは緑が
原発のことをぎゃーぎゃー騒いだことで、今
の保守政党まで脱原発の方針をたてるように
なったんです。緑の政策を与党がある程度国
民の目を意識したりして取り入れたので、そ
ういう効果はあると思うんです。
だからたとえ議席を出すか出さないかはと

もかくとして、そういう活動をどんどんやっ
たり、候補をたてたりとかすると現政権への
圧力にもなりますし、いい動きになっていく
と思います。
私、あとで聞いてびっくりしたんですが、

共同代表っていうのはいざという時は捨て駒
になってでも選挙に出ないといけないそうな
んです。まあ引き受けてしまった責任でやら
ないとしかたないんですけど、なるべくなら
地域から力をつけていくというのが日本にと
っては必要だろうなと思います。

──未来の国会議員さんですね。がんばって
ください！

★ｅ未来構想
http://e-miraikousou.jimdo.com/
★バイバイ原発・京都
http://bye-byenuclearkyoto.jimdo.com/
★緑の党　
http://greens.gr.jp/
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達からすると、それは今までなかなか
なかったことなんです。
あのときの活動が成功したのは、全

国各地からいろんな人が来たというこ
とはもちろんですけど、子ども連れの
お母さんがすごくたくさん来ていたの
と、女性がすごい人数が来ていたんで
す。それは安保世代の人達も言っては
りました。あんな女性がたくさんいて、
子連れの人がいて、あれは絶対なかっ
たと。
だからあのアクションは結果的に大

衆の支持を得たし、USTREAMですご
い人数の人が応援してたし、多くの人
があれを支持したからこそ逮捕者も出
なかったと思いますし、非難的なことも出な
かったのはそのせいだと思って、私はほんと
によかったなと思ってるんです。

──けっきょく過激派だとか、そういうふう
には言われなかったですね。

羽衣子●　どこからも言われなかったです
ね。それはやっぱり、いろんな人が映像を流
したりしてましたけど、お母さんたちが多か
ったということや、どう見ても過激派っぽく
ない人がほとんどだったり、非暴力を守って、
抵抗といっても座り込むくらいしかしてない
ということが映像で明らかになってたからこ
そだと思います。
みんな決して暴力的なことをしたいわけで

はなく、あそこの場所ではあれくらいの抵抗
をするのは当然だろうなと思う人があれだけ
いたというのは、私はほんとに希望があるな
と思いました。

──自然発生的に集まってきたわけですね。

羽衣子●　非暴力は当然だけれど、不服従が
時には必要なんだということですね。（*ｅ未
来構想のサイトには羽衣子さんのこのときの
レポートが載っている）
都市部の誰でも参加できるようなデモとい

う枠は枠としていいと思うんですが、いざと
いうときに逮捕の危険性もあることは流れて
ましたから、それを覚悟してあれだけの人が
行ったということは大きいなーと思うんで
す。だからあれだけのことができたというこ
とは、日本でも市民の行動が一歩先に行った
かなと。あのトンネル前のアクションにはそ
ういう価値があったと思います。
日本の市民運動は、今第二次なのか第三次

なのか私はよくわかりませんが、１つちがう
面を迎えたかなと。今後どういうふうに流れ
ができていくかということを分ける大きなポ
イントになるかもしれないなと思って。慎重
にしつつ行動する必要があるかなと思いま
す。

──同時に政治に関わっていくわけですね。

↓座り込みでごぼう抜きにされる羽衣子さん。（手前）
↓
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